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 ３月２６日（土）新日本スポーツ連盟第３１回関西ブロック少年少女剣道大会は堺市立金岡公

園体育館で開催されました。 
 体育館フロアには、兵庫、奈良、大阪の各地から２８の剣道クラブが会場内でひしめき合って

の練習が始まっていました。 
 午前９時１５分に開会式が行われ、前回優勝、準優勝チームからのカップ、楯の返還が行われ

ました。主催者を代表して、川野 弘之（新日本スポーツ連盟大阪府連盟事務局長）が挨拶し、
冒頭に東日本大震災の犠牲者への黙祷を呼びかけ、全員黙祷し、震災に遭われた方々への激励を

込めた元気ではつらつとしたプレイを呼びかけました。 
 大会は、個人戦から始まり８会場に分かれて熱戦の火ぶたが切られました。 
 小学生１年～６年の各学年別、男女の部、中学学年別、男女の部に分かれて、３８３人が日頃

の練習での技を競い合いました。各学年別の決勝戦では、さすが手に汗握る好試合となっていま

した。 
 午後からは団体戦が１２時３０分より始まり、小学生５３チーム、中学生１８チームがそれぞ

れの剣友会の声援を受けて、白熱した試合が続きました。 
今回の大会審判は、各剣友会から選出された５３名の審判人で運営され、午前中の個人戦では、

時計、記録、掲示、対戦者送り出しなどは、各剣友会の父兄たちで分担され、スムーズな運営が

行われていました。また、大会の本部事務局は、剣竜会のお母さん達が当たり、審判の先生方の

昼食のお世話や、表彰状の準備等で、大車輪の活躍がありました。 
大会は、午後３時頃には、団体戦決勝も終了し、各学年個人戦、団体戦の表彰と各剣友会から

推薦の敢闘賞４０人も表彰され、又、来年兵庫県を会場にした大会へ向けての健闘を誓い合いま

した。 
成績は次の通りです。



優　　勝 準　優　勝
神戸技吉己勝館 中和尾少年剣道クラブ 清水台剣修会 生駒剣友会

和泉　陽眺詩 佐々野　遥 坂口　渚 西浦　尚希

清水台剣修会 三木別所少年剣道教室 照道館剣道会 心明館

緒方　智樹 中本　紫那 石田　夢海 鍛冶　将太

神戸枝吉己勝館 神戸枝吉己勝館 北六甲台剣友会 剣竜会

藤岡　晋也 和泉　玄起 山田　眞栄 田所　一希

清水台剣修会 生駒剣友会 常光寺練精会 神戸枝吉己勝館

峯松　和輝 谷村　純之介 泉森　泰樹 藤井　優祐

照道館剣道会 成文剣友会 成文剣友会 照道館剣道会

前田　理帆 瀬戸　心葉 小山　クルミ 渡辺　千晴

神戸枝吉己勝館 成文剣友会 清水台剣修会 神戸枝吉己勝館

岡森　悠利 亀竹　哲矢 米田　直樹 籔口　大樹

生駒剣友会 北六甲台剣友会 心明館 中泉尾少年剣道クラブ

谷村　竜之介 丸澤　耀史 下代　崇仁 佐々野　直人

神戸枝吉己勝館 常光寺練精会 常光寺練精会 清水台剣修会

植田　華加 池内　麻結 梅内　珠希 宮崎　陽奈

剣竜会 中泉尾少年剣道クラブ 清水台剣修会 清水台剣修会

中川原　圭祐 井上　雄平 生田　隼大 王　俊真

清水台剣修会 牧野明剣会 剣竜会 堺剣協青少年ｾﾝﾀｰ剣道会

冨岡　巧真 野間　武 白川　貴一 川岸　仁

神戸星和台剣友会 心明館 五葉剣道会 剣竜会

西地　由伊 山内　志鶴 大石　理絵 松本　知香子

小学生低学年の部 神戸枝吉己勝館　Ａ 北六甲台剣友会　Ａ 照道館剣道会　Ａ 剣竜会　Ａ

小学生高学年の部 北六甲台剣友会　Ａ 照道館剣道会 神戸枝吉己勝館 誠心剣修会

中学生の部 清水台剣修会　Ａ 剣竜会 中泉尾少年剣道クラブ 清水台剣修会　Ｂ

小学3･4年生女子の部

小学5･6年生女子の部

中学2年生の部

中学生女子の部
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第１回 マスターズ軟式野球大会！ 

“ＯＳＡＫＡ選抜”が優勝！！ 

２０１１年３月２７日（日）、大阪軟式野球協議会主

管によります。第１回マスターズ軟式野球大会が、大阪の住之江公園野球場に於いて行われまし

た。 

この大会は、４０歳以上の選手にて構成され、また各府県連盟の交流を目的とした大会であり、

大会開催に向け前年度より準備をしてまいりました。 

参加府県は、鹿児島県から“どぅえーす”、高知県から“ルドルフ”、大阪からは“ＯＳＡＫＡ

選抜”、三重からも出場予定でしたが、３月１１日（金）に起きました、東日本大震災の影響も

あり急遽、三府県総当りの大会となりました。また、開会式では新日本スポーツ連盟大阪府連盟

の渡辺理事長が来賓代表の挨拶をしていただき、晴天の中でのスタートとなりました。 

１試合目は高知対鹿児島で鹿児島が初回に大量得点を奪うも失策からリズムを乱し高知が長

打力を生かし逆転勝利。２試合目は鹿児島対大阪で先制点を奪った大阪が追加点を挙げそのまま

勝利。３試合目は共に１勝同士の高知対大阪、お互い先発が高知の江渕投手６２歳、大阪の矢吹

投手６４歳という還暦越えの対決となり、第１回開催に相応しい投手戦の立ち上がりとなりまし

た。３回にまず高知の４番が２打点を挙げましたが、４回に好調高知の江渕投手を捕らえ逆転、

次の回にも追加点を挙げそのまま逃げ切り大阪の勝

利。 

 結果、優勝は“ＯＳＡＫＡ選抜”準優勝“ルドル

フ”第三位“どぅえーす”となりました。 

（第１試合 ルドルフ vs どぅえーす １１－５ 、

第２試合 どぅえーす vsＯＳＡＫＡ選抜 １‐５、

第３試合 ルドルフ vsＯＳＡＫＡ選抜 ２－９） 

 この第１回の報告としまして、各府県の方々の御意見やご協力がありました事と、人との繋が

りの大切さやおもてなしの気持ちがあった事が、次につながるであろう良い結果になったのでは

と思い、また無事に終了出来ました事をご報告致します。第１回マスターズ軟式野球大会 担当者より 



ベトナム剣士５人が

初段に合格する！！ 
 前号で紹介していました、ベトナ

ムで剣道を普及してがんばっている

金崎 敬介さんが生徒５人を連れて、
大阪で昇段試験を受講させ、見事全

員が合格した事が報告されていまし

た。 
 ３月２６日（土）の「関西ブロッ

ク少年少女剣道大会」に金崎さん自

身が審判でも協力し、翌日２７日に

ベトナムへと生徒を連れて帰りまし

た。 

理事会だより 
 
 ４月１日（金）に第９回府理事会を開催しました。 
 この日は、種目交流花見会でしたが、東日本大震災の折でもあり、自粛し、理事会に切り替えて

の会議となりました。 
大阪府連盟３月１５日に義援金１０万円を全国へ送る！ 

そして、東日本大震災救援募金について、話し合われ各種目でも大会の時に義援金を呼びかけて

行くことを確認しました。 
３月２７日（日）の第３１回関西ブロック少年少女剣道大会からは剰余金２４，４２３円を義援

金として預けられました。 
サッカー協、テニス協、卓球協、バドミントン協、野球協、バレー協でも大会会場で、義援金箱

を設置して呼びかけて行くことを決めています。 
ウォーキングクラブでも４月２日の運営委員会でクラブとしてと、各運営委員さんから２１，０

００円の募金が寄せられています。 

３月１８日（金）スポーツ連盟大阪会議室に於いて、第

１回実行委員会を開催しました。 
枚方コースを始め、７コースから代表が集まり、今年３

０周年を迎えた取り組みなどについて、話し合われました。 
 その中で「３０周年記念の集い」については、５月１４日（土）午後５時～７時で開催する事、

規模は４０～５０人として、各コースからの参加と関西各府県の反核平和マラソンを取り組んで

いる所からとスポーツ連盟からの参加で集まってもらい、これまで平和マラソンを取り組んで実

行委員会を支えてくれた方々にお礼状を出していこうと確認されました。 
 また今年度の反核平和マラソン実施日は、例年通り、第１日曜日の７月３日（日）と決め、各

コースもそのための準備を進めていくことを確認しました。 次回実行委員会は４月１８日（月）

にします。 

           
 
 
 
 
 

反核平和マラソン  

３０周年記念の集い！！ 

 

日 時  ５月１４日（土）午後５時～７時 
会 場  大阪弥生会館（大阪駅北側） 
会 費  ５，０００円（飲み放題） 
規 模  ４０～５０人 
 

府連盟総会 ７月１０日（日） 

（国労会館午後１時～４時半） 

議案作りの日程を確認する！ 
 

１、 種目活動のまとめ（500字以内）５月２０日
提出 

２、 議案作成理事分担について 
３、 ５月２２日（日）理事会で議案討議する 



住民が安全で住みよい街づくりを！東日本大震災で思う！ 

 東日本大震災での津波の様子をテレビで見た時のすさまじさに背筋が凍る思いがしたのは私

だけでしょうか。 

 いま、日本の防災対策が根本から問い直さなければならないと思うようになってきました。そ

れと福島原子力発電所での事故、国や東京電力は「安全神話」を振りまいてきただけにその実態

や無能力ぶりに驚きと怒りに堪えません。 

 大阪でもこの日は震度３でしたが、ＷＴＣ（ワールドトレードセンター）ビル西日本一高い２

５６メートルの超高層ビルが、全エレベータ停止、４基に５人が閉じ込められ、５時間後にやっ

と救出とありました。 

 大阪の橋下知事は、府庁をここに移転し、「沿岸部の前線に公の人間がいるべきだ」「危なくな

ったら屋上のヘリコプターで逃げる」と府民の安全より自分の事を考える知事ではいただけませ

んね。 

 これまでも、国や大阪府も大型開発で経済の活性化と言ってきたけど。りんくうタウンや関西

空港２期工事などで府民の暮らしはちっとも楽になっていません。 

 府民の税金を防災対策として、地震対策では学校校舎や住宅の耐震改修、河川の老巧化した護

岸工事、住民の安全で住みよい街づくりにもっと活用すべきです。 

 今回の大震災から、しっかり学び防災対策を強めて欲しいものです。（Ｈ．Ｋ） 
 

 

春だ、行動を！活発な各種目活動！ 
 ３月～４月の取り組みと各種目では年間活動計画も決まり、活発な動きが

始まっています。 
 また、年度と重なって種目総会が開かれ、新しい加盟クラブなど、前進面も出ています。 
ウォーキングクラブでは、３月１３日（日）も３月例会とクラブ総会が開催され、４月２日

（土）の運営委員会では、年間行事を検討し、１年間の例会を確認され、これまでの参加者への

案内もする事になりました。 
バレーボール協では、３月６日（日）に総会を開き、４月３日（日）からリーグ戦が始まり

ました。総会では、残念な事に今年の加盟は４４チームとなり、７チーム減となりました。また、

今年は全国バレーボール大会の開催地（大阪）として会場も決まり、準備が始まっています。 
テニス協では、３月２８日（月）に常任理事会を開き、団体戦のＤリーグの立ち上げで６チ

ーム増となった。また、大会会場でも義援金箱を置いて、呼びかけることを決めています。 
卓球協は、３月２１日（祝）近畿ブロック予選大会３５０人、２７日（日）堺オープン大会２

７０人と開催し、大会会場で義援金の訴えをしています。４月２９日（祝）には総会を開催し、

年間スケジュールの確認をします。 
野球協では、３月２７日（日）西日本マスターズ大会を住之江球場で開催し、２８日（月）に

は審判講習会を開催しています。 
大阪ランニングセンターには、新規に守口市陸上競技協会が加盟し、初の一般クラブからの

加盟となっています。また、スポーツの春を迎えて、健康体操などの講師派遣が「パルコープ枚

方 たすけあいの会」１５人、「赤川医療生協」のタオル体操２５人とスポーツ連盟への期待が

寄せられています。 
ヨット、ドミンゴセーリングクラブでは、３月６日（日）にクラブ総会を１０名の参加で開催

し、シングル、クラブ艇の近代化統一化、スポーツ安全保健の原則全員加入、

春の海津大崎クルージング、初夏の淡輪釣りセーリングなど新しい取り組み

を決めています。 


